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サ
ン
レ
ッ
ク
は
、レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
の
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
だ
。レ
ジ

ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
は
、熱
硬
化
性
樹
脂

（
レ
ジ
ン
）を
結
合
材
と
し
て
用
い
た
高
強

度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
る
。セ
メ
ン
ト
を
結

合
材
と
す
る
普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
べ
、

約
３
倍
か
ら
５
倍
程
度
の
強
度
を
持
つ
た

め
、さ
ま
ざ
ま
な
建
材
を
軽
量
化
・
小
型
化

で
き
、無
筋
設
計
の
た
め
自
由
な
形
状
も

実
現
で
き
る
。ま
た
耐
薬
品
性
、耐
酸
性
、

水
密
性
、絶
縁
性
に
も
優
れ
る
長
寿
命
な

材
料
で
、建
設
工
事
の
低
コ
ス
ト
化
、工
期

短
縮
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
環
境
貢
献
も
実
現

す
る
素
材
で
あ
る
。

　

レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
日
本
電
信
電

話
公
社（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）が
世
界
に
先
駆
け

て
実
用
化
に
成
功
。そ
の
製
造
を
担
う
会

社
と
し
て
、通
信
建
設
会
社
・
ケ
ー
ブ
ル
メ

ー
カ
ー
各
社
の
出
資
に
よ
り
１
９
７
０
年

に
同
社
が
設
立
さ
れ
た
。以
後
、主
力
の
通

信
用
マ
ン
ホ
ー
ル
を
柱
に
順
調
に
業
績
を

伸
ば
し
、97
年
に
は
売
上
高
40
億
円
を
達

成
し
た
。し
か
し
、２
０
０
０
年
以
降
、通

信
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
一
段
落
す
る
と
、

通
信
用
マ
ン
ホ
ー
ル
の
需
要
が
大
幅
に
減

少
。「
05
年
に
は
売
上
高
も
25
億
円
に
ま
で

減
少
し
た
の
で
す
」と
堤
篤
彦
社
長
は
語

る
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、新
た
な
技
術
・
製
品
の

開
発
と
新
規
市
場
の
開
拓
に
着
手
す
る
。

ま
ず
マ
ン
ホ
ー
ル
分
野
に
お
い
て
は
、多

分
割
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
工
法
を
開
発
。現

場
ご
と
に
あ
わ
せ
た
分
割
・
組
立
方
式
に

よ
り
、狭
い
道
路
や
山
中
で
の
工
事
が
容

易
と
な
り
、工
期
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
。

そ
の
結
果
、セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
や
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
比
べ
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
の
だ
。

　
「
無
電
柱
化
な
ど
各
種
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
工
事
は
施
工
場
所
や
時
間
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な『
制
約
』を
受
け
ま
す
が
、弊
社
は
そ

の
よ
う
な
制
約
に
対
応
す
る
こ
と
こ
そ
得

意
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
圧
倒
的
な
施
工

効
率
の
Ｕ
Ｐ
に
よ
り
、人
手
不
足
と
い
う

通
信
用
マ
ン
ホ
ー
ル
の

メ
ー
カ
ー
と
し
て
出
発

新
た
な
技
術
・
製
品
開
発
で

Ｖ
字
回
復
に
成
功

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
も
決
定
さ
れ
た
。

　
「
特
に
洋
上
風
力
発
電
所
の
建
設
に
お

い
て
は
、各
地
の
事
業
関
係
者
と
も
検
討

を
進
め
て
い
る
最
中
で
、レ
ジ
ン
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
優
位
性
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
案
件
で
す
の
で
、営
業
、技
術
、工
場

の
三
位
一
体
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

　

建
設
業
界
全
体
に
お
け
る
レ
ジ
ン
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と

を
目
指
す
堤
社
長
。そ
の
優
位
性
と
実
績

を
多
く
の
方
々
に
理
解
い
た
だ
き
、今
後

も
積
極
的
に
新
た
な
分
野
へ
進
出
す
る
こ

と
で
、同
社
を
さ
ら
な
る
成
長
に
導
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

建
設
業
界
が
抱
え
る
社
会
的
課
題
に
も
貢

献
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
プ
レ
ス
製
品
分
野
に
お
い
て
は
、

曲
面
パ
ネ
ル
を
開
発（
同
社
特
許
技
術
）。

水
力
発
電
所
な
ど
の
導
水
路
の
補
修
工
法

と
し
て
新
た
な
事
業
領
域
へ
の
展
開
を
実

現
さ
せ
、現
在
で
は
水
道
や
農
水
の
送
水

ト
ン
ネ
ル
や
水
害
対
策
の
放
水
路
な
ど
へ

も
適
用
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
同
社
は
国
土
交
通
省
、地
方

自
治
体
、電
力
会
社
な
ど
取
引
先
を
次
々

と
拡
大
し
、17
年
に
は
売
り
上
げ
も
再
び

40
億
円
台
に
到
達
し
た
。

　

た
だ
し
堤
社
長
は
、現
状
の
売
上
規
模

に
決
し
て
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。今
、同
社
が
大
き
な
可
能
性
と
し
て

捉
え
て
い
る
の
が
、無
電
柱
化
事
業
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
だ
。国
は
国
土

強
靭
化
と
し
て
、25
年
ま
で
の
５
ケ
年
で

４
０
０
０
km
の
道
路
の
無
電
柱
化
を
実
施

中
。ま
た
30
年
ま
で
に
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
比
率
を
36
〜
38
％
と
す
る
新
た
な
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株式会社サンレック

代表取締役社長

堤篤彦氏

レジンコンクリートで
社会インフラを支える　

強度や軽量性、耐久性に優れた

レジンコンクリート製品を

手がけているサンレック。

無電柱化事業や再エネ事業において、

同社の技術力が高い注目を集めている。

  T R E N D  CO M PA N Y

トレンド企業の
リーダーたち

サンレック中央工場（埼玉）には、出荷前のマンホールや電線共同溝が
並ぶ。他に名阪工場（愛知）と西日本工場（広島）があり、3工場6営業
所で全都道府県をカバーしている。

サンレックは2020年に創業50周年を迎えた。同社の歴史とと
もに日本全国の地下で活躍しているレジンコンクリート製マン
ホールは20万基以上に及ぶ。

農業用水路トンネルの補修前（左）と補修後（右）。水路トンネル補修工
法（パネルライニング工法）により、老朽化したライフラインを低コス
トで環境に優しくリニューアル。

京都市先斗町の無電柱化工事前（左）と工事後（右）。レジンコンク
リート製電線共同溝が「重機が入らない狭い場所」、「深夜のみの
限られた時間の中で」の施工を可能とした。

三
位
一
体
と
な
っ
て

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応


